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家 庭

１ 科目構成

改 訂 現 行
備 考

科 目 名 科 目 名 標 準 単 位

生活産業基礎 生活産業基礎 ２～４ 原則履修科目

課題研究 課題研究 ２～４ 原則履修科目

生活産業情報 家庭情報処理 ２～４ 名称変更

消費生活 消費生活 ２～４

子どもの発達と保育 発達と保育 ２～６ 名称変更

子ども文化 児童文化 ２～４ 名称変更

生活と福祉 家庭看護・福祉 ２～６ 名称変更

リビングデザイン リビングデザイン ２～６

服飾文化 服飾文化 ２～４

ファッション造形基礎
被服製作 ４～16 ２科目に整理分類

ファッション造形

ファッションデザイン ファッションデザイン ４～14

服飾手芸 服飾手芸 ２～４

フードデザイン フードデザイン ２～８

食文化 食文化 １～２

調理 調理 ４～15

栄養 栄養 ２～４

食品 食品 ２～４

食品衛生 食品衛生 ２～４

公衆衛生 公衆衛生 ２～４

２０科目 １９科目

今回の改訂では、現行学習指導要領と同様に「生活産業基礎」及び「課題研究」の２科

目を原則履修科目として位置付けている。

２ 改訂の基本方針

少子高齢社会の進展やライフスタイルの多様化、食育の推進などの社会の要請に対応し、

衣食住、ヒューマンサービスなどにかかわる生活産業ヘの消費者ニーズの的確な把握や必

要なサービス提供等を行う企画力・マネジメント能力を身に付け、生活文化を伝承し創造

する人材を育成する観点から、科目の新設を含めた再構成、内容の見直しなど次ページ以

降に示すような改善を図った。
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３ 改訂の内容

(1) 目標

専門教科家庭科の目標については、① 衣食住、ヒューマンサービスなどにかかわる

生活産業の各分野で職業人として必要とされる資質や能力を育成する、② 生活文化の

伝承と創造に寄与する能力と態度を育成する、③ 生活産業を取り巻く諸課題を倫理観

をもって解決し、生活の質の向上と社会の発展を図る能力と態度を育てるという３つの

観点から、次のように改善された。

家庭の生活にかかわる産業に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、生

活産業の社会的な意義や役割を理解させるとともに、生活産業を取り巻く諸課題を

主体的、合理的に、かつ倫理観をもって解決し、生活の質の向上と社会の発展を図

る創造的な能力と実践的な態度を育てる。

(2) 各科目

科目 目 標 と 内 容 の 構 成 等

生 １ 目 標 ・ この科目は、衣食住、保育、家庭看

衣食住、ヒューマンサービスなどに 護や介護などのヒューマンサービスに

活 関する生活産業や関連する職業への関 かかわる生活産業に関する専門的な学

心を高め、必要な知識と技術を進んで 習への動機付けや、卒業後の進路に向

産 習得し活用する意欲と態度を育てる。 けての生徒の意識を深めることをねら

２ 内 容 いとしている。

業 (1) 生活の変化と生活産業 ・ 今回の改訂では、生活産業に対する

(2) 生活の変化に対応した商品・サー 消費者ニーズを的確に把握して必要な

基 ビスの提供 商品を企画する能力や、それらを提供

(3) 生活産業と職業 していく上で必要なマネジメント能力

礎 (4) 職業生活と自己実現 を育成することを重視して内容の改善

を図った。

・ 原則として、家庭に関する学科のす

べての生徒に履修させる科目として位

置付けている。

１ 目 標 ・ この科目は、衣食住やヒューマンサ

課 生活産業の各分野に関する課題を設 ービスなど生活産業の各分野で、消費

定し、その課題の解決を図る学習を通 者ニーズや社会の要請に対応しつつ、

して、専門的な知識と技術の深化、総 生活の質を高める商品やサービスを提

題 合化を図るとともに、問題解決の能力 供できる人材を育成するために、応用

や自発的、創造的な学習態度を育てる。 性のある知識と技術を確実に身に付け

２ 内 容 るとともに、問題解決能力や創造性を

研 (1) 調査、研究、実験 育てることをねらいとしている。

(2) 作品製作 ・ 原則として、家庭に関する学科のす

(3) 産業現場等における実習 べての生徒に履修させる科目として位

究 (4) 職業資格の取得 置付けている。

(5) 学校家庭クラブ活動



- H21専門家庭 3 -

科目 目 標 と 内 容 の 構 成 等

１ 目 標 ・ この科目は、生活産業における情報
生活産業における情報の意義や役割 化の進展に適切に対応できるととも

生 を理解させ、情報の処理に関する知識 に、生活産業の各分野で情報及び情報
と技術を習得させるとともに、生活産 手段を適切に活用する能力を育成する

活 業の各分野で情報及び情報手段を主体 ことをねらいとしている。
的に活用する能力と態度を育てる。 ・ 家庭に関する各学科における情報に

産 ２ 内 容 関する基礎科目である。
(1) 情報化の進展と生活産業 ・ 今回の改訂では、情報技術・ネット

業 (2) 情報モラルとセキュリティ ワーク技術の進展に伴う生活産業の情
(3) 情報機器と情報通信ネットワーク 報化の進展に対応し、生活産業の各分

情 (4) 生活産業における情報及び情報手 野において情報モラルやセキュリティ
段の活用 管理に留意し、情報機器や情報通信ネ

報 ットワークを活用することを重視して
内容の改善を図り、科目の名称を従前
の「家庭情報処理」から「生活産業情
報」と改めた。

１ 目 標 ・ この科目は、消費生活を消費者と生
経済社会の変化と消費生活、消費者 産者双方の立場からとらえさせるとと

の権利と責任、消費者と企業や行政と もに、持続可能な社会の形成を目指し、

消
のかかわり及び連携の在り方などに関 消費者の権利の尊重と自立支援に必要
する知識と技術を習得させ、持続可能 な能力と態度を育てることをねらいと
な社会の形成に寄与するとともに、消 している。
費者の支援に必要な能力と態度を育て ・ 今回の改訂では、消費者基本法が目

費
る。 指す消費者の権利の尊重と自立の支援

２ 内 容 に対応し、従前の「消費生活」の内容
(1) 経済社会の変化と消費生活 に加えて、消費者と企業・行政のかか
(2) 消費者の権利と責任 わり及び連携の在り方や消費者教育な

生 (3) 消費者と企業、行政 どに関する内容を充実させるととも
(4) 持続可能な社会を目指したライフ に、持続可能な社会の形成を目指した

スタイル ライフスタイルの確立に向けて、消費
(5) 消費生活演習 者支援研究などの実践的・体験的な学

活
習を加えるなどの改善を図った。この
科目は、消費生活アドバイザーや消費
生活相談員などの消費者支援の資格に
関心をもたせるとともに、専門的な学
習への動機付けとする科目である。

１ 目 標 ・ この科目は、発達の特性や発達過程
子どもの発達の特性や発達過程、保 を踏まえた子どもの発達について理解

子 育などに関する知識と技術を習得さ させるとともに、保育に関する知識と

ど
せ、子どもの発達や子育て支援に寄与 技術を習得させ、地域の子育て支援に

も
する能力と態度を育てる。 寄与できるようにすることをねらいと

の
２ 内 容 している。

発
(1) 子どもの発達の特性 ・ 今回の改訂では、保育所保育指針の

達 (2) 子どもの発達過程 改訂などに対応して発達過程の考えを

と
(3) 子どもの生活 重視するとともに、次世代育成を推進

保
(4) 子どもの保育 する観点から、子育て支援の必要性に

育
(5) 子どもの福祉と子育て支援 対応して内容の改善を図り、発達の主

体と保育の対象をより明確にするため
に、科目の名称を従前の「発達と保育」
から「子どもの発達と保育」と改めた。
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科目 目 標 と 内 容 の 構 成 等

１ 目 標 ・ この科目は、子どもと遊び、子ども

子 子どもと遊び、子どもの表現活動、 の表現活動などに関する知識と技術を
児童文化財などに関する知識と技術を 習得させ、子ども文化の充実に貢献す

ど
習得させ、子ども文化の充実を図る能 ることや、子どもと遊びを通して触れ
力と態度を育てる。 合うなどの活動ができるようすること

も
２ 内 容 をねらいとしている。

(1) 子ども文化の重要性 ・ 今回の改訂では、従前の「児童文化」

文 (2) 子どもと遊び の内容について、伝統的な児童文化の
(3) 子どもの表現活動と児童文化財 ほかに、現代の生活に基づく子どもの

化
(4) 子ども文化を支える場 遊びや表現活動を広く取り上げて充実
(5) 子ども文化実習 するなどの改善を図り、科目の名称を

「子ども文化」と改めた。

１ 目 標 ・ この科目は、高齢者の介護と福祉に

生 高齢者の健康と生活、介護などに関 関する知識と技術を習得させ、高齢者
する知識と技術を習得させ、高齢者の への自立生活支援ができる能力と実践

活
生活の質を高めるとともに、自立生活 的な態度を育てることをねらいとして
支援と福祉の充実に寄与する能力と態 いる。

と
度を育てる。 ・ 今回の改訂では、我が国の急速な高

２ 内 容 齢化の進展と高齢者福祉の法規や制度

福 (1) 健康と生活 の変化に対応し、従前の「家庭看護・
(2) 高齢者の自立生活支援と介護 福祉」の内容について、介護予防と自

祉
(3) 高齢者福祉の制度とサービス 立生活支援に関する内容を充実するな
(4) 生活援助と介護の実習 どの改善を図り、科目の名称を「生活

と福祉」と改めた。

１ 目 標 ・ この科目は、住生活や住文化に関す
住生活と文化、住空間の構成と計画、 る知識を基にインテリアをデザイン

リ
インテリアデザインなどに関する知識 し、環境や福祉にも配慮した住生活に

ビ と技術を習得させ、快適な住空間を計 ついて理解することをねらいとしてい

ン
画し、デザインする能力と態度を育て る。

グ
る。 ・ 今回の改訂では、住生活と文化、環

デ ２ 内 容 境共生や住環境福祉などの視点を加え

ザ
(1) 住生活と文化 て改善を図った。この科目は、インテ

イ
(2) 住空間の構成と計画 リアコーディネーターやインテリアプ

ン (3) インテリアデザイン ランナー、福祉住環境コーディネータ
(4) 生活環境と福祉 ーなど関連する職業に関心をもたせる
(5) 住生活関連法規 とともに、専門的な学習への動機付け

とする科目である。

１ 目 標 ・ この科目は、日本や世界の服飾の変

服 服飾の変遷と文化、着装などに関す 遷と文化、着装などについて理解させ、
る知識と技術を習得させ、服飾文化の 服飾文化の伝承と創造に寄与すること

飾
伝承と創造に寄与する能力と態度を育 ができるようにすることをねらいとし
てる。 ている。

文 ２ 内 容 ・ 今回の改訂では、従前の「服飾文化」
(1) 服飾の変遷と文化 の内容のうち、服飾と流行に関する内

化
(2) 着装 容を「ファッションデザイン」に移行
(3) 服飾文化の伝承と創造 するとともに、着装に関する内容を充

実するなどの改善を図った。
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科目 目 標 と 内 容 の 構 成 等

１ 目 標 ・ この科目は、ファッションを造形す
被服の構成、被服材料の種類や特徴 るための基礎的・基本的な内容とし

など被服製作に関する知識と技術を習 て、被服の構成、被服材料の選択、洋
フ 得させ、ファッション造形の基礎的な 服や和服の製作に関する基礎的・基本
ァ 能力と態度を育てる。 的な知識と技術を習得させることをね
ッ ２ 内 容 らいとしている。
シ (1) 被服の構成 ・ 今回の改訂では、被服製作の基礎か
ョ (2) 被服材料 ら応用までを体系的に学ぶことにより
ン (3) 洋服製作の基礎 被服製作に対する関心を高めるととも
造 (4) 和服製作の基礎 に、繊維産業やファッション産業の技
形 術の進展と価値観の多様化などによる
基 被服の個性化に対応して、従前の「被
礎 服製作」を、基礎的・基本的な内容の

「ファッション造形基礎」と発展的な
内容の「ファッション造形」の２科目
に整理分類するなどの改善を図った。

１ 目 標 ・ この科目は、科目「ファッション造
デザインや着用目的に応じたファッ 形基礎」の内容を発展させ、高度な被

フ
ション造形の知識や技術を習得させ、 服の構成を理解させ、デザインや着用

ァ
ファッション製品を創造的に製作する 目的に適した被服材料を選択して、フ

ッ
能力と態度を育てる。 ァッション製品を製作できる人材を育

シ
２ 内 容 成するために、応用性のある知識と技

ョ
(1) ファッション造形の要素 術を習得させることをねらいとしてい

ン
(2) 洋服製作 る。

造
(3) 和服製作 ・ 今回の改訂では、ファッション製品

形
(4) 総合実習 を製作するスペシャリストを育成する

視点を明確にして内容の改善を図り、
従前の「被服製作」の発展的な内容を
充実させ、科目の名称を「ファッショ
ン造形」と改めた。

フ
１ 目 標 ・ この科目は、ファッションデザイン

ァ
ファッションデザインの基礎、発想 の基礎を理解させるとともに、ファッ

ッ
と表現法などに関する知識と技術を習 ションデザインの発想や表現法などに

シ
得させ、ファッションを創造的にデザ ついて習得させ、ファッションを創造

ョ インする能力と態度を育てる。 的にデザインできるようにすることを

ン ２ 内 容 ねらいとしている。

デ (1) ファッションデザインの基礎 ・ 今回の改訂では、将来のファッショ

ザ (2) ファッションデザインの発想と表 ン産業のスペシャリストを育成するこ

イ 現法 とを重視するとともに、従前の「服飾

ン (3) ファッションデザインと流行 文化」の内容のうち服飾と流行に関す
(4) ファッション産業 る内容を加えるなどの改善を図った。

１ 目 標 ・ この科目は、手芸品を創造的に製作

服
手芸の種類、特徴及び変遷、各種手 し、服飾に活用することができるよう

芸の技法などに関する知識と技術を習 にすることをねらいとしている。

飾
得させ、手芸品を創造的に製作し、服 ・ 今回の改訂では、「ファッションデ
飾に活用する能力と態度を育てる。 ザイン」及び「ファッション造形」の

手
２ 内 容 素材づくりに活用できる各種手芸の技

(1) 手芸の種類と特徴 法を習得させるために、服飾材料とし

芸
(2) 手芸の変遷 ての各種手芸の技法に関する内容を充
(3) 服飾材料としての各種手芸の技法 実させるなどの改善を図った。
(4) 手芸品の製作
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科目 目 標 と 内 容 の 構 成 等

フ １ 目 標 ・ この科目は、食生活の現状を理解さ

栄養、食品、献立、調理、テーブル せ、食生活を総合的にデザインする能

ー

コーディネートなどに関する知識と技 力と態度を育てるとともに、学習した

術を習得させ、食生活を総合的にデザ 内容を生かして、家庭や地域において

ド インするとともに食育の推進に寄与す 進んで食育の推進に寄与することをね

る能力と態度を育てる。 らいとしている。

デ ２ 内 容 ・ 今回の改訂では、我が国の食を取り巻

(1) 健康と食生活 く環境の変化や食生活の多様化、国民の

ザ (2) フードデザインの構成要素 健康増進の重要性から、食育基本法が制

(3) フードデザイン実習 定され、食育の推進が図られていること

イ (4) 食育と食育推進活動 に対応して、従前の「フードデザイン」

の内容に食育の意義と食育推進活動を加

ン えるなどの内容の改善を図った。

１ 目 標 ・ この科目は、国際化に対応して、食

食文化の成り立ち、日本と世界の食 と食文化の多様性を理解し、異なる食

食 文化などに関する知識と技術を習得さ 文化に対して寛容で受容的な姿勢を有

せ、食文化の伝承と創造に寄与する能 するとともに、伝承された食文化をよ

力と態度を育てる。 りよく発展・創造する態度を養うこと

文 ２ 内 容 をねらいとしている。

(1) 食文化の成り立ち ・ この科目は、調理師養成を目的とする

(2) 日本の食文化 学科等において履修させる科目であり、

化 (3) 世界の食文化 今回の改訂では、伝統と文化を尊重する

(4) 食文化の伝承と創造 態度を養うとともに、食育の推進の視点

(5) 調理師の業務と社会的役割 を重視して内容の改善を図った。

１ 目 標 ・ この科目は、近年の食環境の変化や

様式別調理、大量調理などに関する 外食産業などの進展に対応し、国民の

知識と技術を習得させ、健康の維持・ 健康を担う調理に携わる職業人を育成

調 増進に寄与する食生活の充実向上を図 するために、調理理論と調理の基礎技

るとともに、創造的に調理する能力と 術を習得させることをねらいとしてい

態度を育てる。 る。

２ 内 容 ・ この科目は、調理師養成を目的とす

(1) 調理の基礎 る学科等において履修させる科目であ

(2) 調理用施設・設備、熱源及び調理 り、今回の改訂では、国民の健康の維

機器 持・増進を支援する観点から内容の改

(3) 献立作成 善を図るとともに、健康増進法の施行

理 (4) 様式別の献立と調理 により変更された給食管理分野におけ

(5) 目的別・対象別の献立と調理 る用語について、統一を図った。

(6) 大量調理

(7) 食事環境とサービス



- H21専門家庭 7 -

科目 目 標 と 内 容 の 構 成 等

１ 目 標 ・ この科目は、近年の生活習慣病の増
栄養素の機能と代謝、各ライフステー 加など、国民の栄養上の課題に対応し

ジにおける栄養、労働・スポーツと栄養 て、栄養に関する専門的な知識を習得
栄 などに関する知識を習得させ、健康の維 させることをねらいとしている。

持・増進を図る能力と態度を育てる。 ・ この科目は、調理師養成を目的とす
２ 内 容 る学科等において履修させる科目であ

(1) 人体と栄養 り、今回の改訂では、人体と栄養との
(2) 栄養素の機能と代謝 関係を理解させることを重視し、栄養

養 (3) 食事摂取基準と栄養状態の評価 に関する知識を健康の維持・増進に結
(4) ライフステージと栄養 び付けた献立と調理に生かすことがで
(5) 生理と栄養 きるように内容の改善を図った。
(6) 病態と栄養

１ 目 標 ・ この科目は、多様化する食品や食生
食品の分類とその特徴、食品の表示、 活に対応し、食品に関する専門的な知

食品の加工と貯蔵などに関する知識と 識を習得させ、各種食品を適切に選択
食 技術を習得させ、食品を適切に選択、 して活用できるようにすることをねら

活用して食生活の充実向上を図る能力 いとしている。
と態度を育てる。 ・ この科目は、調理師養成を目的とす

２ 内 容 る学科等において履修させる科目であ
品 (1) 食品の分類とその特徴 り、今回の改訂では、食品の安全性確

(2) 食品の表示 保や食品加工技術の発展及び食品の多
(3) 食品の加工と貯蔵 様化に対応して内容の改善を図った。
(4) 食品の生産と流通

１ 目 標 ・ この科目は、食生活の安全と食品衛
食 食生活の安全と食品衛生対策など食 生に関する専門的な知識と技術を習得

品衛生に関する知識と技術を習得さ させることをねらいとしている。
せ、安全で衛生的な食生活に寄与する ・ この科目は、調理師養成を目的とす

品 能力と態度を育てる。 る学科等において履修させる科目であ
２ 内 容 り、今回の改訂では、食生活の安全の

(1) 食生活の安全と食品安全行政 重要性と食品安全行政の取組みを踏ま
衛 (2) 食中毒とその予防 え、食中毒や食品の汚染、食品衛生対

(3) 食品の汚染、寄生虫 策などを重視して内容を再編成し、衛
(4) 食品の変質とその防止 生管理が適切にできるよう改善を図っ

生 (5) 食品添加物 た。
(6) 食品衛生対策

１ 目 標 ・ この科目は、集団の健康を守り、さ
環境衛生、母子保健、学校保健など、 らに発展させるための公衆衛生に関す

公 集団の健康と公衆衛生に関する知識を る専門的な知識を習得させることをね
習得させ、疾病の予防と健康づくりに らいとしている。
寄与する能力と態度を育てる。 ・ この科目は、調理師養成を目的とす

衆 ２ 内 容 る学科等において履修させる科目であ
(1) 集団の健康と公衆衛生 り、今回の改訂では、保健行政の分類
(2) 公衆衛生関係法規 に準じて内容を再構成し、環境問題な

衛 (3) 環境衛生 どの環境衛生、疾病予防、健康づくり
(4) 疾病の予防と健康管理 対策などを重視するなどの内容の改善
(5) 母子保健 を図った。

生 (6) 学校保健
(7) 産業保健
(8) 高齢者保健
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４ 質疑応答

問１ 普通科や総合学科などにおいて履修させることが考えられる科目は、どの科

目か。

どのような科目を履修させるのがよいかは、生徒の特性、進路等により、また、各学

校の人的・物的条件等により、一律には決められないが、「消費生活」、「子どもの発達

と保育」、「子ども文化」、「生活と福祉」、「リビングデザイン」、「ファッション造形基

礎」、「フードデザイン」が考えられる。

なお、普通科等において履修させる際は、職業学科における専門教育と異なり、自己

の進路や職業について理解を深め、将来の進路を主体的に選択決定できる能力の育成に

主眼を置くよう配慮することが大切である。

問２ 現行の「被服製作」から「ファッション造形基礎」及び「ファッション造形」

の２科目に整理分類されたのはなぜか。また、履修及び取扱いの留意点は何か。

今回の改訂では、義務教育段階における学習内容と高等学校の内容の体系化を図るこ

とが重視されている。専門科目において、中学校における学習との連続性について特に

考慮されたのが「被服製作」である。中学校においては、縫製にかかわる項目が選択項

目であったことから、縫製にかかわる経験が小学校のみという生徒がいるなど、専門教

育の中で、被服の製作に向けた高度な技術を段階的に指導する必要が生じている。そこ

で、現行の「被服製作」が、被服の製作に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得し、

デザインや着用目的に適した被服材料を選択して被服を製作する能力と実践的な態度を

育てる「ファッション造形基礎」と、その知識と技術を応用発展させ、高度な縫製技術

を習得するとともに創造的に製作する能力と態度を育て、ファッション産業やアパレル

産業にかかわる人材育成を目指す「ファッション造形」の２科目に整理分類された。履

修に当たっては、「ファッション造形基礎」、「ファッション造形」の順に履修するよう

配置する必要がある。また、これら２科目とも、指導に当たっては、各科目内の各項目

について、学習した内容を活用するなど、相互に有機的な関連を図り、総合的に展開で

きるよう配慮する。さらに、「ファッション造形」においては、「服飾文化」、「ファッ

ションデザイン」及び「服飾手芸」などの科目との関連を図るようにする。

問３ 「児童文化」が「子ども文化」に、「発達と保育」が「子どもの発達と保育」

に名称変更されたのはなぜか。

「児童」という用語は、学校教育法による小学生を示す場合と、児童福祉法による18

歳未満をすべて対象にする場合とが併存している。家庭科の専門科目においては、特に

誕生から小学生までの人間発達について学ぶことに主眼が置かれているため、今回の改

訂では、幅広い年齢に適用される「子ども」に変更した。また、子どもの発達の特性や

発達過程を理解し、発達及び生活の連続性に配慮して保育することが重要であることか

ら、「発達と保育」についても、「子どもの発達と保育」とした。


